
 「広津よ永遠に」シリーズ・10 
     成  就  院           2011.8.1 

 
 平出地区に立派なお寺があります。曹洞宗 来鳳山 成就院です。 
 
      寺の沿革               仁科二十三番 

 
                 本 堂 

 
     入り口の地蔵様             水子地蔵と鐘桜堂 



 
この場所はかっては平出城だったとか、見晴らしの良い場所にあります。本堂は昭和２８

年に再建された。私は樹木に感銘しています。入り口にある来鳳枝垂れ桜は町指定１３号

の天然記念物とかで高さ 10Ｍ、幹回り 2.5Ｍ樹齢３００年。色の鮮やかな桜です。 
 
     大銀杏とほうの木             大きなほうの花 

境内には大銀杏（高さ 25Ｍ、大人が手を広げて手をつないで２人半）その左にはほうの木

があり、大きな花が沢山咲きます。大きなムクゲの木も数本あり、夏から秋にかけて次か

ら次と咲き続きます。桜の時期（４月中、下旬）、ほうの咲く時期（６月上旬）、ムクゲの

咲く時期（8 月頃）、銀杏の紅葉期（１0 月中旬～）にカメラを手に訪れて欲しいと思いま

す。                        
「写真は 6/5 に撮影したものです」 


